登別市市民自治推進委員会　第２１回役員会
日時：平成２４年５月８日（火）　　　　

　１８時３０分～２０時００分　　　　　

場所：市民活動センター　２階市民活動室Ｄ　
◎出席者

◆役員：木村義恭、田中寛志、合田美津子、大山口光男、川田弘教、関　修、
瀧川正義、平田誠治
　◆事務局：森元政策推進Ｇ総括主幹、渡部政策推進Ｇ政策推進主幹

重山政策推進Ｇ主査
●市民自治推進委員会のあり方について
❑前回の総会を3月22日に開催したが、どんな課題があって、それをどう修正していったらよいか整理したい。提言の大きな趣旨としては40名の会員が更新を行わないで年度末の24年3月31日で解散することを提言していきましょうという内容で総会に諮りました。その中で規約に基づく組織なのにルールに従っていない事、また規約の改正なしに会員が更新しない事を総会で決することが良いのかという意見もあった。また規約では公募による登録になっていたが、規約改正なしに委員の募集をしないことが出来るのかという意見があった。その中で皆さんと確認をしたのは次の総会まで役員は継続する事と、委員の継続は各自が判断する。今回提出した案件は継続審議として文言整理し次回の総会で上程することを確認させていただいた。　三役の協議では提言と合わせて規約を廃止したほうがスムーズだという事になった。皆さんには提言の内容の再確認と規約の廃止を一緒にしたらどうかの審議をしていただきたい。
❑規約を廃止することを提案するということか。規約が無いわけにはいかないので、それは新しい体制の中で協議するという事か。

❑規約をざっと見て訂正するところはないと思う。

❑いまある規約を全て残していくと、これにとらわれながら作っていかなければならなくなる。
❑新しい組織ができた時にそのメンバーが、自分たちの進める方向性で不都合な部分があれば全面的に見直すという事か。規約が全くない状態で提言するというのはどうか。
❑廃止するといったのは、便宜的に廃止したいということだと思う。
❑前回の話は規約があったら規約に基づくのがルールで、その順番を踏んでいないという事。それであれば1回白紙にして組織を作ったほうが良いのではという事です。
❑規約を全く廃止して新しい体制を作るのは同じ組織とは思えない。委員だけを残して規約を廃止することは　理解できない。
❑いろいろなご意見を頂いてきた中で、色々な取り組みをしている人たちが集まってまちづくりを議論していくほうが良いという意見があったが、そのような組織に生まれ変わるのも必要と考えている。それであれば今の委員は総会の時点でゼロに戻すのがベストではないかという事です。
❑提言書の改正は理解できるが、規約を我々が廃止するのは理解できない

❑提言書を通そうとするためには規約は邪魔という事。邪魔でなかったら廃止する必要はない。新しい体制で動き出す時に見直せばよいと思う。
❑一番の問題は公募しているから公募した人はどうしますかとなってしまう。公募しないで推薦などのルールにしておけばよいと思う。そこに課題があると前の会議では言っている。
❑解散して新たな組織を作りたいという事。一度行政に戻せという事。
❑皆が現状は行き詰っていると感じていると思う。
❑新しい組織に譲渡してもお荷物になるかもしれない。規約を残しておかないで、新しい組織の中で作っていけばよいと思う。
❑提言をしてその内容に基づいて今の規約を廃止する。意見を頂いたのは規約を残して提言をすることを総会で決議して、総会で決議した内容で市が主体となり新たな組織を作り、委員は解散になるが規約は残っているので新たな委員が進めるところで違う部分があれば新たな組織で行ってくださいというのが皆さんの意見だと思う。提言と規約をセットで出すのが我々の案です。
❑三役からの提案が良いと思う。（公募にすると）また集まる方も同じような方で同じようなことになってしまうと思うのでゼロにしたほうが良いと思う。
❑新しい組織が検討し易い体制を作るのが責務と考えるのであれば、公募による登録性を外せばよいと思う。後は新しいメンバーで規約を考えればよいと思う。条例があるために規約や委員がどうのというのであれば条例自体から外してしまえば良いと思う。
❑自治推進委員が残るというのが私の気持ちの中にあったので、先程はそういう意見になったが全部終わりにするのであれば廃止する規約により自治推進委員会は解散する事になるが、提言により解散するというほうが解りやすいと思う。
❑解散する事を提言するのもすっきりすると思う。
❑委員会を解散するのか、委員を解散するのか。条例に設置すると書いてあるので。
❑今度の総会は継続した人のみか。
❑継続と休会した方です。提言書をもって規約を廃止すればよいと思う。
❑廃止するのか。見直すのか。

❑廃止です。
❑新体制で規約を新規に作る。
❑設置者は行政なので行政が作るという事です。私たちはここで終わりです。
❑無責任のような気がする。
❑結論はそういう事ですよね。けじめをつけようという事です。
❑自治推進委員会が出来てからずっとやっているが、テーマとなる物が出てこなかったというのが、こういうことになってしまったと思う。自分の周りに市を上げて
協議しなければならないことがなかった。

❑個々の問題は町会や団体でほとんどが実施できている。自治推進委員会は登別市の方向性などの考え方の整理をしていく事で途中から変わってきたと思う。そういう難しいことはほとんどの人がついてこられない。方向性は間違いではないが、ついてこられる人が少ない。団体のつながり等を自治推進委員会でやらなければならないと思うが難しくてとてもできない。
❑自治推進委員会で求められるものはすごく大きなものだと思うが、それを実際やっていくのは大変だと思う。ここでは丸投げに聞こえてくるかもしれないが、今までの失敗をしないように、次に継承していきたい。５月２２日に総会を開催したいと考えておりますが、案件として規約の改正、内容と訂正をしたものプラス提言書をもって規約を廃止する事を明記し、皆さんの審議を仰ぎたい。そして訂正した議案書、委任状、参加の意思確認を含めて事務局から送付させていただきます。
❑順番としては規約の廃止を決定してから提言するという運びですよね。後から不都合なところを改定することで良いと思う。
❑それでは駄目。
❑行政的に考えて２つがワンセットで上程されて一括採択で良いか。
❑基本的に審議事項なのでどちらが先でもよいと思う。提言書の中で規約の廃止をする事をとれば、その手法として廃止する規約を出しますという事であればよいと思う。
❑最終的に現状の規約を廃止するという規約は必要か。
❑現に皆さんの作った規約がありますので。

❑提言書と一体型で現行の規約は廃止すると同時に規約を終わりにするという流れの表現で出来ないか。
❑提言書だけで出来ないかということか。条例、規則もそうですが正規の手続きを踏む必要がある思う。
❑６月１日からになっているが５月２２日に総会をやるが、それで良いのか。
❑空白があってもよいのか。
❑空白があっても問題ないです。提言をするのは委員会がなくなってからの提言になるが問題ないか。
❑５月末までに市長に提出をして、この規約が廃止になるのが６月１日ということで良いと思う。
❑旧規約のままでは、この提言は通せないという事ですよね。前回のごたごたの最大の理由は規約を無視してこんな提言をするという事だった。現行規約を先に見直さないと提案はできないと思う。
❑規約を廃止しその提言をするのは同時です。皆さんから採決を頂いてこういった思いで、次の人たちで実りあるものを作ってもらいたい旨を要望する。市長に提言書を渡した後は市が責任を持って自治推進委員会を続ける。
❑解散するという意味は今回４月から継続、休会された方は全てか。
❑そうです。内容としては規約を廃止し現在の自治推進委員会を解散するという事です。
❑委員の解散ですよね。委員会は残る。協働のまちづくりはなんとなくわかるが、まちづくりとは何か。まちづくりのために我々は何をすべきだったのか。２８条にある事務・事業に関する事項を改善すれば登別は良くなると思って委員会に入った。
❑それぞれ行政、地域、議会がお互いに市の責任を取っていくというか、その責任と自覚をお互いに果たしていくという事だと思う。
❑何という事ではなく条例には全てのことと書いてある。個人的に自分に疑問のあることでも良い。
❑原点を押さえていないから皆が理解していない。新しく作るときは講師を呼んで勉強会をさせてから組織を作らなければ駄目です。
❑総会の進め方の確認ですが、提言書と規約の廃止を一括で上程する。前回の総会から今までの経過説明をした後、修正案の説明をする。修正案の下線の部分でご指摘を頂いたのが、規約を廃止する事と、提言書をもって解散する事をお伝えする。なぜ必要かは規約の廃止は次の新しい組織がそれぞれの目的に向かって関われるように、更には既存の規約がどこかで妨げになっては困るので新たな組織で作ってもらうほうが望ましいという事で廃止をすることを伝え、この案件を上程する形をとっていきたい。総会は５月２２日の１８時３０分からのぼりんで開催したい。皆様方には訂正した案件をした物をお配りするので確認をお願いしたいのと、今回の総会の参加予定者は１６名プラス休会の７名と未回答２名になります。

	●今回の役員会での決定事項

・基本的に提言書の修正（案）については問題ないが、次の一文を追記する。
　　「現委員は退会する。このため現行の登別市市民自治推進委員会規約は廃止とする。」

　・提言書の規約の廃止については、一括上程し審議する。

　・総会では５月２２日の１８時３０分で執り行う。
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